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災害対策の基本的な考え方



行政の応急対応が遅い！
危機管理能力が欠如！！

背景

防災専門家が常駐できない

知識、経験が蓄積されにくい

2･3年毎

人事異動

情報面の支援

地方自治体の災害対策本部を対象と
した迅速かつ適切な災害対応を行う
ための防災情報支援システムが必要



災害対策本部の業務プロセスからみた
応急対応支援システムの全体像
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・何が起こっているか分からない

・何をしてよいか分からない
・どのようにしたらよいか分からない



兵庫県災害対応総合情報ネットワークシステム

（フェニックス防災システム)

●概要

被害情報などを迅速に収集・伝達、共有
化するとともに、被害予測などをもとに
必要な要員や物資の需給推計を行い、初
動時の意思決定を支援するシステム。平
成8年9月運用開始。防災端末設置数：県
内341台（市町、消防、警察、自衛隊、ラ
イフライン機関 等）、県外 3台（首相官
邸、内閣府、消防庁）

●課題

1）被害の全体状況の分析手法の高度化、
国、都道府県、市町村で必要となる情報
レベルの違いを踏まえた共有化の仕組み
づくり、住民との情報共有

2) 被害の全体状況の分析手法の高度化
（被害予測、映像分析、実被害情報等）

（一）自治体における防災情報システムの現状（２）



防災WAN
基幹伝送路として兵庫情報ハイウェ
イ、県庁WANを利用して、県総合
庁舎、県地方機関等の拠点をデジタ
ル専用線（WAN）でループ状に結
んでいる。各拠点から各市町、消防
本部、警察署等へISDN回線で接続し、
県内全域をカバーしている。

県庁LAN
ATM-LANとFDDIを組み合わせて
、高速大容量かつ高信頼性の通信を
実現している。ATM-LANは、県庁
の1,2,3号館および災害対策センター
を結び、二重化された高速基幹網を
構成している。FDDIは、号館内を
光ファイバーのリングで結ぶととも
に、ATM-LANと接続され二重化を
実現している。

兵庫衛星通信ネットワーク
県と全市町・消防本部等を衛星通信
回線で結んでいる。平常時は、ひま
わり雲画像、アメダスなどの気象観
測情報を防災端末に配信し、非常時
には防災WANのバックアップ回線
として利用している。

ネットワーク(情報収集･伝達）



データベースと意思決定支援システム



意思決定支援

映像表示 地図への表示

震度分布・被害推定

被害統計



災害対応システムの機能

◇需給推計・分析機能
地震災害時の被害予測システムを用いた各
被災地における要員や物資等必要数の推計
を行うとともに、要員、資機材及び救援物
資の需給分析を行う。

◇ガイダンス機能
県災害対策本部の初動対応について、対策
項目ごとに、流れや手続き等を表示すると
ともに、初動対応の進行管理とあわせて処
理状況の記録を行う。

◇データベース機能
需給推計・分析機能、ガイダンス機能を支
えるために必要な防災資機材等のデータベ
ースを構築。



フェニックス防災システム



ネットワーク

情報収集，伝達

データベース

防災資源情報，対応マニュアル

意思決定支援アプリケーション

被害想定，災害拡大予測，事例解析，

対応需要予測 、最適対応提示 等

（二）防災情報システムとしての要件（１）
公たるもの：

① 今、何が起こっているか分からない

② 今、何をしてよいか分からない

だけは避けたい



･ハコモノと化していないか(役に立っているか)?
→ 災害時の運用マニュアル

職員の教育・訓練（通常時）
情報のリテラシーの向上（通常時）

・情報入力側のメリットは？
→ 担当者間の信頼，連携（顔の見える付き合い）

情報提供側のメリットの確保
・住民の視点に立った仕組となっているか?

→ 公側の勝手読み
住民のシステムに対する理解
防災活動の喚起

運用の問題

（二）防災情報システムとしての要件（２）



（三）自治体における問題・課題

(1)閉じた系

広域に亘る災害，システム自体の被害への対応･･･共有
(2)データの更新
(3)システム構築の是認

費用対効果の定量的把握
住民のコンセンサス
通常業務での活用

(4)システムの本来機能は?
提供情報による防災活動の喚起
（情報≠information    → ＝ intelligence)
状況に応じた的確な意志決定と円滑な対策行動支援
防災対策立案支援
防災要員、企業、住民等の災害対応力の向上

(多くのapplicationが必要! 本プロジェクトの意義）



（四）防災情報システムのあるべき姿（１）

 

震度分布 被害概要

対応需要量

状況把握 

対応可能量 

応援需要量

地震

時間の流れ実被害情報 

時系列的大局的目標設定 

意思決定 

○職員動員 

○災対本部設置 

○情報収集 

○ 応援要請 

○ 救出活動 

○ 医療救助・・・

対策実施 

定量的推定及び将来予測 詳細ガイダンス 

 
○○市 
応急対応マニュアル 

災害対策本部応急対応業務の流れと防災情報システムの概念図



状況把握
What 

Happened

意思決定
What to do

対策実施
How to do

修正
Feedback

１）「状況把握」：断片的情報から、被害様相（津波、崖崩れ、

建物倒壊、火災など）と全体の被害量（死傷者数や生き埋
め件数など）、対応需要量（要員、資器材など）を推測、
把握する。

２）「意思決定」：１）の“状況把握”に基づき、遂行すべき応急

対策事項、実施タイミング、優先順位などを決定する。
３）「対策実施」：２）の意思決定を踏まえて、遂行すべき各々

の対策事項に対して、関連資料を参照しながら、マニュア
ルに記載された規約に基づいて実施していく。

応急対応
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